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はじめに

兵庫教育大学学校教育学部附属実技教育研究指導セン

ター(以後、実技センターとする)美術分野では、標記の

能力について、多角的に検討を重ねてきた。これまでは、

主に、図画工作科の学習を支援するための能力を想定し

てきたが、周知の通り、 2002年度より「総合的な学

習」が実施されることによって、今後は、図画工作科と

総合的な学習とを関連させた支援や、総合的な学習の中

で造形的な活動を支援するといったケースにも対応して

いかねばならない。

そこで本稿では、 「生きる力」や総合的な学習の意義や

ねらい、また、教育現場における取り組み状況などを確

認しつつ、総合的な学習と美術教育との基本的な関わり

について考察する。そして、今後、初等教員養成課程に

おいて育成すべき資質・能力のアウトラインを示すこと

とする。

I. 「生きる力」と美術教育の理念

総合的な学習の目指すものは「生きる力」の育成であ

る。これは「自己教育力」(S5 8,中教審)や「個性重視の

教育」(S6 2、臨教審)、 「新しい学力観」などを発展的に

継承したものと見ることができる。また、臨教審第2次

答申(S6 2)に端を発する「生涯学習体系への移行」とい

う流れの中に位置づけることもできよう。

第15期中央教育審議会の第1次答申によると、 「生き

る力」は「自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、

主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質

や能力」、 「自らを律しつつ、他人と共に協調し、他人を

思いやる心や感動する心など、豊かな人間性」、そして、

「たくましく生きるための健康や体力」からなる広義の

「力」として想定されている。

答申から、美術教育との関わりが密接であると考えら

れる記述を挙げるならば、まず、 「生きる力」の要素と

して「美しいものや自然に感動する心といった軟らかな

感性」、 「過去から連綿として受け継がれてきた我が国の

文化や伝統を尊重する態度」、次に「育成すべき資質・能

力」として「我が国の文化と伝統に対する理解と愛情を

育てるとともに、諸外国の文化に対する理解とこれを尊

重する態度」、 「芸術を愛好し、芸術に対する豊かな感性

を育てること」、 「他人を思いやる心、生命や人権を尊重

する心、自然や美しいものに感動すること(中略)など豊

かな人間性を育てるとともに、自分の生き方を主体的に

考える態度を育てること」などである。

一方、今日の美術教育は、基本的には「画家や彫刻家

のように美術のプロの養成を目的とする」のでも「単なる

造型感覚の陶冶、情緒の安定を目指すだけに終わるも

の」でもなく、 「美術教育の目指すものは『かく』あるい

は『つくる』という造形活動を通して、諸能力を発達さ

せ、人間として生きていく力を養い、ひいては人格の形

成を促すもの。つまり、人間として成長していく基礎教

育の一つ」 llであると理解されている。人間形成の一環

として、子どもの全人格的発達を目指すものである限り、

美術教育の理念は「生きる力」と本質的に通底していると

観るべきである。

また、日本教育大学協会全国美術部門・新教育課程検

討特別委員会では、これまでの美術教育が「主体的に学

ぶ力」、 「思考力」、 「想像力」、 「創造力・創造性」、 「表現

力」、 「意欲と自信」、 「感性」、 「愛情」、 「生きがい」など

の育成に寄与してきたことを主張している2'。 「生きる

力」についての論議は、これを教科教育としてどう受け

止めるかということよりもむしろ、戦後美術教育が獲得

してきた知見を整理し、 「生きる力」と繋がる視座をい

かにして見出していくのかという論議に置きかえること

が妥当であるともいえる。

また、私たちが今日直面している環境や国際、情報、

福祉、少子高齢化などの課題・問題は、複雑にして深刻

である。これらは互いに連関しており、それぞれのメカ

ニズムや因果関係を知るだけではなく、各人が当事者意

識を持ち、実際に適切な行動をとりながら解決にあたら

ねばならない。倫理観や感性,想像力のレベルで問題を

捉え、創造的に解決していかねばならないと言うことで

ある。美術教育がその教科性を活かしていくためには、

子どもの感性や創造性を引き出すと言う視点から、総合

的な学習に参画していく必要があると考える。

現在、美術教育の立場からは、総合的な学習に反発す

る声も聞かれるが、多くは、実施に伴う、教科の時間数

削減-の不満や、総合的な学習で造形活動が道具的に扱

われるのではないかといった危倶などであり、理念にお

'兵庫教育大学学校教育学部附属実技教育研究指導センター(美術教育分野)

-25-



いては概ね賛同されているように思われる。

2.総合的な学習の意義

本項では、総合的な学習の設立の背景、ねらいや特質

などについて確認しておきたい。

2-1総合的な学習が求められる背景

「総合的な学習の時間」は、 「生きる力」が全人的な力

であること、及び国際化や情報化などの社会の変化に主

体的に対応できる資質能力が求められていることを理由

に、教科・領域の枠を越えた新たな科目として創設され

ることとなった。また、地域や学校に応じた創意工夫の

ある教育活動が展開できるような時間として位置づけら

れたのである。

しかし、 「総合学習」自体には、ほほ1世紀にわたる

歴史があり、様々な実践が行われてきた。加藤幸次は

「総合学習の源流」として次の3つを挙げている3'。

(丑デューイ・スクー)i,における集団活動を中心とした総

合学習

(むインフォーマル教育やオープン教育における個人プロ

ジェクト(個人の興味・関心を重視した総合学習)

(彰教科の専門化・細分化に対する反省としての関連カリ

キュラムや融合カリキュラム

①、 (参では、子どもの生活や経験、興味.関心を基礎

として学習が構成され、子どもの主体的な追求活動が期

待される。 ③は教科間の関連性に基いて構想される総合

学習であるが、テーマによっては現代的な課題に対する

学際的なアプローチを可能とするものである。いずれも

教科を中心とした教育に対するアンチテーゼとしての色

彩が濃いが、公教育が始まって以来、教科の体系を尊重

するか、子どもの意識や生活を重視するかという相反す

る教育観のせめぎあいが続いてきたのである。

水越敏行は、日本の教育思潮が30年から40年の周期で

変わってきており、それに応じてカリキュラム編成の重

点も「子どもから」と「教師から」の間を移動してきている

と指摘している4'。現代は、 「子どもから」の教育へと、

教育思潮がシフトしてきたと観ることができる。

総合的な学習が求められる理由として一般に喧伝され

ているものは次の通りである5'。

①教科内容の細分化や専門化への反省

② 「親学問」の変貌-学際的な学問分野の登場

③単一の学問からのアプローチでは解決困難な問題(環

境問題、医学倫理など)への対応の必要性

(り変化する社会的ニーズや、子どものニ-ズ-の対応

⑤応用力や問題解決力の育成が各方面から要請されてい

ること

⑥知識の獲得についての脳研究の成果

(丑メディアの発達により多様で最新の情報へのアクセス

が可能となったこと
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212総合的な学習のねらい

1998年12月に告示された学習指導要領では、 「総合的

な学習の時間」におけるねらいを小・中ともに次の2点

にまとめている(総則)0

(D自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判

断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育てるこ

と。

(参学び方やものの考え方を身につけ、問題の解決や探究

活動に主体的、創造的に取り組む態度を育て、自己の

生き方を考えることができるようにすること。

従来の受け身の学習ではなく、学習の中心に自己を据

え、主体的に問題解決を図っていくことや、学び方その

ものの獲得が重視されている。

そこで、総合的な学習の成立条件として「学習主体

(わたし)」と「学習方法(方法)」、 「学習対象(内容)」、また、

コミュニケーション能力や「まとめ方、報告や発表・討論

の仕方」 (教課審答申)などを強調するために「表現」を

加えた4つの要素を想定し、総合的な学習のねらいを図

に表してみた(図1)0

図1総合的な学習のねらい

予め設けられた学習内容を固定的な方法で学んで行く

のではなく、子どもの問題意識から学習が始まり、様々

な方法を用いて問題を解決していくなかで、学び方や考

え方を深め、ひいては自己の生き方の自覚に繋がるよう

な「学び」がねらいとされているのである。

子どもの生活や生き方と切り離し、 「一方的に知識を

教え込むことになりがちであった」従来の教育の反省に

立ち、学ぶ主体としての子どもを全面的に尊重した教育

への方向性が示されたものと受け止めたい。

2- 3総合的な学習の特質

総合的な学習の特質として、子どもたちの生活や経験

に基づいて学習活動が構成・展開され、子どもが学習に

主体的に参加できること、平たく言えば子どもが学習の

中心になるという点をまずは挙げておく。

平野朝久は、総合的な学習を「はじめに内容ありき」と

「はじめに子どもありき」の2つのタイプに区別した上で、

前者は「従来から一般的に多く行われてきた授業のあり

方と基本的に同一の立場に立っている」ものであり、子



どもにとっては「教師の敷いた路線を歩まされるのであ

り、教師から与えられたことをこなす学習である」とし

ており、 「はじめに子どもありき」の立場に立つことの重

要性を指摘している6'。

デューイは「子どもが太陽となり、その周囲を教育の

諸々のいとなみが回転する。子どもが中心であり、この

中心の周りに諸々のいとなみが組織される」 7'と述べて

いるが、総合的な学習の基本的な特質が示されている。

次に、総合的な学習は「学習対象」及び「学び」自体の

総合性に立脚した学習であるという点を挙げておきた

いo

子どもたちにとっては教科の弁別はさほど重要ではな

く、今行っている活動が理科の授業であれ、図画工作科

の授業であれ、その亨舌動自体が重要なのである。むしろ、

教科の論理で学習対象が与えられた場合、子どもの興味

と禿離していくことも多い.例えば、風車をテーマにし

た活動を考えた場合、風を受ける仕組み、羽根の形や模

様、風車を利用した玩具、各国の風車、風車から動力を

取り出すことなど、幾つかの側面からのアプローチが考

えられるが、図画工作科で扱う場合はデザイン面、理科

では風を受ける仕組みなどが強調される。子どもにとっ

ては、風車という学習対象から喚起される、自分なりの

興味や課題意識を深めていきたいと思っても、教科の枠

組みに阻まれて、結局は与えられた活動を受動的にこな

していくことにもなろう。本来、あらゆる学習対象は総

合的に存在しており、子どもに応じた様々なアプローチ

が可能なはずである。

また、学ぶということについても、単に記憶するだけ

ではなく、感じ、考え、体験を通したりと、総合的に行

われてこそ、知識がしっかりと身につくのである。レイ

チェル・カーソンは「センス・オブ・ワンダー」(神秘さ

や不思議さに目を見張る感性)の中で次のように述べて

いる。 「美しいものを美しいと感じる感性、新しいもの

や未知なものにふれたときの感激、思いやり、憐れみ、

賛嘆や愛情などのさまざまな形の感情がひとたびよびさ

まされると、次はその対象についてもっとよく知りたい

図2 「学び」及び「学習対象」の総合性に立脚した学習
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と思うようになります。そのようにして見つけだした知

識は、しっかりと身につきます」ポ'。つまり、事実をう

のみにするのではなく、様々な感情や感覚などが豊かに

関わってこそ、子どもが自分で知りたいと感じ、自分で

知識や知恵を身につけていくことになるのである。

総合的に存在する学習対象を総合的に学んでいく中

で、学びは深化し、また、拡充していく。そして、子ど

も自らが学習対象についての意味や価値を見出すことに

よって、自己の生き方にまで関わる学びが達成されるも

のと考えられる(図2)。

以上述べてきたように、総合的な学習とは、子どもが、

身の回りに存在する学習対象(ひと・もの・こと)に主

体的、専心的に働きかけ、世界のあり方や自己の生き方

を探っていく学習である。別言すると、子どもの生活や

興味・関心を起点に学習が始まり、主体的な追求活動や

表現活動が行われ、その結果が子どもの自己変容に繋が

る学習であるといえる。従って、総合的な学習の学習過

程をモデル化すると図3のようになる。

図3総合的な学習の学習

3.総合的な学習と美術教育

前項では総合的な学習の意義について、設立の背景や

ねらい、特質といった側面から確認してきた。先にも述

べたように、美術教育においてもこれまで、人間形成の

一環として、 「主体的に学ぶ力」や「創造力」、 「感性」など

の育成を担ってきたのであり、総合的な学習に象徴され

る今後の教育の方向性とは軌を一にするものである。

とはいえ、総合的な学習と図画工作科の学習とをどの

ように関連付けていくのかという実際的な課題について



はさほど研究が進んでいるとは言えない。本項では、か

かる課題について検討する。

3-1関連性を引き出す視点

教科とは一般に教育内容のまとまりを意味するが、図

画工作科の場合は当然、造形表現に関わる学習要素を、

美的情操や創造的表現力の育成といった目標のもとに結

合させたものと捉えることができる。前回の学習指導要

領改訂によって表現と鑑賞の2領域にまとめられたもの

の、基本的には絵画、デザイン、彫塑、工芸という、美

術文化に対応した内容構成となっている。従って、図画

工作科の教科内構造は、美術文化及びそれを支える社

会・自然などの教科外構造に包摂されていると捉えるこ

とができる(図4)。

図4教科の内・外構造- 1

従来の図画工作科では、図中aに示したように、美術

文化から教科内容が規定される傾向が強かったものと思

われる。 「新学習指導要領q&A図画工作編」においても

「従来の図画工作科では『技法』が指導の前面に出てい

ました。多くの教師が『技法』を知らないから子どもは

表現しないのだという考え方で、まず技法を教えるとい

う実践がなされてきました」と解説されている。そこで

同書では、 「一斉指導の中で技法が教えるべき内容の中

心になることは考え直すべきです。むしろ、自分の表現

にぴったりの技法を技能化していくことこそ求められて

います」と言う方向性が語られている9'。 「技法が教える

べき内容の中心になる」学習(つまりは美術文化から教

科内容が規定される学習)からの脱却が求められている

のである。

新教育課程では、子どもの表現意欲や主体性、個性的

な追求過程などがこれまで以上に重視されることとな

る。つまり、一般的な美的基準から子どもの表現活動が

規定されるのではなく、あくまでも子どもの側から自分
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なりの美的世界を構築していくことが重要となる。図中

bに示したように、子どもの論理から美術文化を取り込

んでいく視点が求められていると言えよう。

また、総合的な学習との関連性を見出すためには、図

中Cに示したように、美術文化を支える教科外構造(自

然や社会)に着目する必要がある。例えば、土器を作る

学習を想定した場合、従来の教科学習では、土器の形、

模様などの造形性に学習の重点が置かれていたと思われ

るが、総合的な学習との関連から土器の学習が構想され

た場合は、土作りや、野焼きなどの活動を通し、自然と

の交流によってものを生み出してきた人類の歴史など、

土器の背後に広がる世界と触れ合うことが期待されるの

である。

図5教科の内・外構造-2

図5は図画工作科と他教科等との関係を表したもので

ある。他教科、教科外活動(道徳・特活・総合等)等が図画

工作科に隣接する教科外構造となり、その外周を自然や

社会などの現実世界が取り巻いていると言った構造であ

るoこの図をもとに、新教育課程において想定される図

画工作科学習を次の4タイプに種別する。

(∋教科単独で行われる学習

(塾合科的学習



③総合単元との関連学習

他教科
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3- 2図画工作科を主体にした合科・関連学習

「合科的学習」あるいは「合科的な扱い」と一般に呼称

されている学習は、教科の枠組みは保持したままで、そ

れぞれのねらいをよりよく達成させるために、 2乃至は3

の教科を単元レベルで結合させたものであり、いわゆる

合科教授(Gesamtunte汀icht)とは繋がってはいるものの、

あくまでも教科カリキュラムの問題点を部分的に補完す

るために提起された学習形態である。

楽器を作り演奏する、音楽を鑑賞しそのイメージを絵

画化するなどは、図画工作科と音楽科の合科的な学習で

ある。 「読書感想画」は図画工作科と国語科との合科的

な指導と言えるが、読書感想画の普及指導に努めている

谷口豊が「読書感想画を措くことによって、絵がより好

きになり、読書がよりたのしくなってくれれば言うこと

はありません」 JO'と述べているように、合科的に扱うこ

とによって、それぞれの教科目標がよりよく達成される

ように構想されねばならない。

図画工作科が音楽科や国語の一部と結びつきやすいの

は、教科の特性や教育目標が類似しているからであるが、

土器作りと社会化の歴史学習を結合させたり、科学玩具

の制作を行うなど、体験(制作)を通した問題解決学習と

して、合科的学習を組織することも今後は重要になって

くると思われる。

一方、総合的な学習と関連付けて行う場合も検討され

ねばならない。次に述べる「総合単元に含み込まれた学

習」と一線を画するのは、あくまでもその学習が図画工

作科の時間内に行われ、図画工作科としての目的をより

よく達成するために関連付けるという点にある。図画工
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作科単元の発展として総合単元に移行していく場合や

(a)、総合単元から図画工作科単元に移行してくる場合

(b)、また、総合単元の展開過程で造形的に問題を解決

する必要感に迫られ行う場合などが考えられる(C)。

図6図画工作科単元と総合単元

3 - 3総合単元に含み込まれた造形学習

本項では、総合的な学習の単元展開過程に組み込まれ

た造形活動について考察する。

新学習指導要領の移行期に入り、大半の小学校では総

合的な学習の研究・実践が盛んに行われており、とりわ

け学習成果のまとめや発表などで、造形的な活動が仕組

まれていることが多い。

小野市立小野乗小学校の研究発表会(2㈱0年11月2日)

を取り上げ、当日の公開学習において造形活動がどのよ

うに取り入れられているのか検討してみたい。公開学習

の概要、及び主な造形活動は以下の通りである。

01年(生活科) 「秋ランドで遊ぼう」

幼稚園の園児を「秋ランド」に招待し、自分達が作った

玩具やゲームでいっしょに遊ぶと言う学習である。木の

葉や木、草の実などの秋の素材を用いて、アクセサリ一、

的当て、輪投げ、こすりだし、落ち葉の貼り絵、葉っぱ

の迷路などの制作、遊びをグループ毎に行っている0

0 2年(生活科) 「小野東の秋を見つけよう」

秋の収穫物を使って楽しむ「オータムフェスタ」の準

備に取り組む様子が公開された。造形活動を行っている

グループは、楽器作り、招待状作り(紙すき)、草木を使

った工作、秋のお話し(ベーブサート)の5グループで、

他のグループは調理活動を行っている。

03年(総合) 「タイムマシンで昔-ワープ」

祖父母の時代についての聞き取り調査をもとに、演劇

で表現する学習。各クラスのテーマは「学校のようす」、



「農業のようす」、 「くらしのようす」となっており、更

に学級内で小グループに分かれている。それぞれ、小道

具、背景画等を制作している。

04年(総合) 「点字から考えよう」

「目の不自由な人のことをくわしく知ろう」と言うテ

ーマで追求活動が行われ、その結果を発表している場面

の公開である。発表の為の掲示物やパソコンのプレゼン

テーションなどに造形的な学習要素が見られる。

05年(総合) 「創ろうファンタジーSTAGE2(泊0」

自然とのふれあい体験をもとに構想された、ミュージ

カルに取り組んでいる。中間発表の場面が公開された。

コスチュームや大道具、小道具などが制作されている。

06年(総合) 「温故知新」

子どもたちが、それぞれの「こだわりの歴史」を追求し、

その結果や過程を掲示物にまとめ、ポスターセッション

方式で発表する様子が公開された。制作物や収集物も展

示されている。バットやグローブ、かかし、浄土寺の模

型、縄文土器、墨など17グループが発表を行った。

以上、主な造形的な要素、制作活動を挙げてみたが、

総合的な学習の中では、およそ次のように造形活動が用

いられているのではないだろうか。

A総合単元を構成する造形活動

B道具的・補足的な造形活動

C造形的な態度や感覚とかかわる活動

Aは「秋ランド」や「オータムフェスタ」のように、単

元構造図の中の主な経験活動として、各種制作活動が位

置づけられている場合である。制作活動を通して秋を味

わったり、制作物を媒介として招待客と交流することに

なる。また、 6年の学習では、野焼きや墨づくりなどが、

過去の人々の知恵を学ぶ重要な体験活動となっている。

このように、造形活動を通して単元のねらいに迫ること

ができるように構想された場合と、演劇表現のように一

つのプロジェクトを遂行するための部分的な要素として

造形活動が用いられる場合(B)があるが、いずれも造

形活動が欠かせない要素となっているO一方、研究成果

を掲示物やパソコン画面、パンフレットなどにまとめる

活動では、意識的に造形活動を行う訳ではないが、わか

りやすさや美しさを考えて文字のデザインやプレゼンテ

ーションを行う必要があり、造型感覚や造形的な態度が

求められる。また、イベントを行うための小道具を作っ

たり、会場を飾ったりする活動も同様である。

三者ともに造形活動が子どもの活動を活性化したり、

学びを豊かにするポイントとなっている。逆にこれを疎

かにすると子どもにとっては満足度の低い学習になる可

能性もある。山際隆は、 「総合表現」の重要性を提唱し

ており、表現を基軸に総合学習の構想を立てていくこと
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が総合学習をダイナミックなものにする要件であるとし

ているtD。造形活動を総合単元の中に積極的に位置づけ

ていくことが、総合学習の可能性を拡張することになる。

また、このことによって、美術教育自体も深化・拡充し

ていくのではないだろうか。

4初等教員養成課程において育成すべき能力

以上見てきたように、新教育課程では「生きる力」の育

成を目標とし、総合的な学習や他教科との関連を図りな

がら図画工作科学習の構想・実践を進めていかねばなら

ないOその為には、道具や素材についての知識や一定水

準の実技力、そして、課題内容や子どもの到達度に応じ

たサポートをするための指導力などを、教師が身につけ

ておく必要がある。

初等教員養成課程においては、 -今後、次のような点を

勘案し、教員の養成にあたらねばならないだろう。

(∋ 「生きる力」を育成するための意識変革

[児童観の転]子どもを教授の対象として捉えるのでは

なく、生涯にわたって自ら主体的に学び続ける学習者と

して捉える。

[学力観の転換]知識の量や獲得の速さではなく、生き

てはたらく学びの知恵、生涯にわたって学び続けていく

ための学び方や感性、創造力などを重視する。

[指導観の転換]教師主導、画一的な指導ではなく、個

に応じた支援の立場に立ち、子どものよさを引き出し、

学ぶ喜びを味わわせるようにする。

[評価観の転換]学びの結果だけではなく、子どもの個

性(よさ)を伸長すると言う視点から、学びの過程や学ん

だことによる変容、実践的な態度などを全体的に捉える。

②社会の変化や教育課題に対応するための感性や創造力

今日の変化の激しい時代にあっては、社会の変化や教

育の課題を的確に把握できる感覚や感性、課題解決に主

体的に取り組むことのできる創造力などの資質能力を、

教師自身が高めていくことが期待される。

(参教育実践力

現代の教育課題を反映させるために、自主的に教育計

画(教材分析、教材開発、カリキュラム編成等)を推進す

る必要がある。また、子どもの実態に即した適切な課題

を設定し、子どもたちの多様な造形性に応えながら学習

を展開していくことが望まれる。

(りクリエイティブな実技力

応用・発展が可能な実技力を高めておく必要がある。

条件に応じて造形要素を適切に結合させ、造形的な課題

を解決したり、自らの造形体験を子どもの立場に置き換

えて対象化することが望まれる。

以上、これからの教員に期待される能力のアウトライ

ンを示したが、今後、これらの能力を育成するためのプ

ログラムの検討を進めていかねばならない。
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